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概要： 

ウェブを通じたデータの積極的な公開・共有を目指す

オープンデータを進めるにあたっては、ライセンスの選択

やデータが作られる現場のワークフロー設計といった制

度面における課題とともに、公開されるデータのフォー

マットやアクセス方法などの技術面での検討が必要であ

る。実際にオープンデータを利用するユーザの観点から

は、入手が容易であり,処理のしやすいデータほど活用さ

れやすい傾向にあると思われる。ウェブ上に散在する多

様なデータに対して統一的な手段でアクセスすることが

でき、そのデータが共通のルールに基づいて記述されて

いるような環境の構築は、オープンデータの普及にとって

重要な課題である。これに対して、文書の公開・共有手

段として成功を収めたWebの技術的方法論をデータに適

用するLinked Open Data（LOD）が注目されている。本講

演ではオープンデータ

を支える技術としての

Linked Open Dataにつ

いて、実サービスでの

利用・提供経験から得

られた知見を述べる。 

 言語は日本語です。  

参加費無料，参加申込不要 

The seminar will be presented 

in Japanese. No charge to 

participate and no reservation 

is needed. 
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